




要約:極小未熟児、病的新生児であった児の入園について、児を引き受ける保育園、幼稚園

側及び極小未熟児を持った親にアンケートを送付し、入園についての問題点を検討した。

園側の人員不足などもあり、上記の児の受け入れが出来にくいところもあるが、大部分の

保育園、幼稚園は好意をもって引き受けようと努力していることがわかった。しかし、生

活面、医療面などについて、園側は医療者との間に密接な連携を持つことを望んでおり、

現在よりも更に太いパイプが通せるよう医療者側も努力する必要がある。また、国や地方

公共団体は保母、教員の充実の為に人員の補充を行って戴きたい。 


